
自治体との連携

【事例】大阪府交野市 と大阪経済大学の

包括連携協定



交野市HP https://www.city.katano.osaka.jp/docs/2023073100017/（最終閲覧3/18）

https://www.city.katano.osaka.jp/docs/2023073100017/（最終閲覧3/18


協定締結後に実施したプロジェクト



月曜日のスケジュール 2023年7月19日 現在

播田 後藤 石橋 赤松 ナルド 伊藤 蒔野

9:00 ～ 9:30 30分 朝会・チーム分け 点呼、自己紹介、チーム分け

9:30 ～ 10:30 1時間 勉強 チームに分けて明日以降のレク準備

10:30 ～ 12:00 1時間30分 休憩・レク（外部）

12:00 ～ 13:00 1時間 昼食

13:00 ～ 13:15 15分 更衣 別紙参照

13:15 ～ 13:30 15分
シャワー・体操

バディ確認・水慣れ
別紙参照

13:30 ～ 14:10 40分 レク 別紙参照

14:10 ～ 14:30 20分 休憩 別紙参照

14:30 ～ 15:20 50分 フリータイム 別紙参照

15:20 ～ 15:45 25分
バディ確認・体操・

シャワー・更衣
別紙参照

15:45 ～ フリー
プール後の水分・栄養補給を行う

一部学生は明日以降のレク準備

時間 内容 動き（学生）
担当・配置

学生が企画したプログラム進行表の一部



プログラムのようす



学生の打合せや交野市職員からの指導のようす



社会課題解決型プログラムの価格設定の検証 

 

学籍番号・・・・氏名・・・・ 

指導教員 田島良輝 

 

研究の目的と方法 

総合型地域スポーツクラブは近年、クラブ設立数は横ばい傾向となっており、新たなクラブの設立が

あまりみられず活動休止や解散するクラブも見られる。その理由としてスタッフや財源などの必要不可

欠なものが不足していることが原因としてあげられる。スタッフがすべてボランティアになると人材を

集め続けることは難しくなり、クラブは解散してしまう可能性がある。そのため筆者は総合型地域スポ

ーツクラブのスタッフには一定の報酬が必要であると考え、総合型地域スポーツクラブのプログラムに

対する価格設定を分析する。また持続可能な地域スポーツクラブを運営できる実践的な研究が不足して

いるため、我々が行った交野市＆大阪経済大学連携プロジェクトを分析して実践例を明示し、プログラ

ム参加に必要な価格の設定を検証する。方法は交野市＆大阪経済大学連携プロジェクトの「夏休みの宿

題＆水泳教室」プログラムに必要となった支出の価格シミュレーションをおこない、他のサービスの料

金と比較し、プログラム参加への根拠を交えた最適価格を提示する。 

 

マネジメントプランの検証 

 本プログラムの支出シミュレーション行った結果、支出を最小限に抑えた設定では 202,890 円となっ

た。1人 4,058円、1日あたり 811円で参加できる。しかし、1人 4,058円の価格設定であると一切の利

益が出ないため民間が行っている類似性のある３つのプログラムと比較した。(1)市民プールを活用し

た水泳教室+市町村が開いている学習教室の参加料は 4,400 円に低価格になると設定した。(2)民間企業

がおこなっている水泳教室+塾がおこなっている夏期講習に通った場合は 8,250円(水泳教室)+19,000円

(夏期講習)=27,250 円の料金と設定した、(3)5 日間日帰りキャンプに行ったと仮定した場合、料金は

47,500 円になると設定した。我々のプログラムは他のプログラムのメリットやデメリット、そのプロ

グラムの価値や需要なども考え、(1)以上(2)、(3)未満の範囲での価格設定と考えた。1つ 1つのプログ

ラム内容に分けて、価格を提示する。まず水泳教室で考える。水泳の時間は体育の教育実習経験者が指

導をしたため、民間の水泳教室の半分の料金は設定しても問題ないと判断し、8,250 円÷2=4,125 円と

設定した。次に学習教室の価格を考える。学習教室でも塾講師の経験がある現役の大学生の存在や小学

生の問題は基本教えることが出来ると考え、ここでも塾の夏期講習の半分の金額で設定しても問題ない

と判断した。そうして 19,000 円÷2=9,500 円と価格を設定した。水泳教室+学習教室の 2 つの価格を合

わせると 4,125 円+9,500 円=13,625 円となった。細かい金額は切り捨てたいと思う。以上の考え方から、

私は今回のプログラムは児童 1人につき 13,500円の価格設定が妥当だと分析した。 

 

結論と今後の課題 

本研究では、財源確保による持続可能なクラブをつくるための社会課題解決型プログラムの価格設定

の検証が必要であると考え、交野市の総合型地域スポーツクラブ設立に向けた試行プログラムの価格設

定を試みた。結果、プログラム参加への妥当な価格として 13,500円と分析した。 

今後の課題として、プログラム内容では保護者の負担を減らすためのため、昼食の用意を主催側でで

きないか考えた。子ども食堂との連携や料理作り体験などの可能性もあり、より充実したプログラム内

容の提供が必要である。プログラムの支出シミュレーションでは、学生による授業中のプログラム作り

の時間や事前研修、外部コーチの人件費などを省略している面もあるため、より詳細な支出の計算も今

後必要であると考える。価格設定では消費者からの意見も必要となる。消費者へのアンケートなども取

り、よりプログラム参加への需要が高まる価格設定を行うことでより適切の価格の設定につながると考

える。 

 

卒業論文での取り組み



成 果

【教育】

・質の高いフィールドワークの場を確保できた

→ 実践での問題発見、企画づくりと運営、および検証のPDCA

→ 座学 ＜ 座学＋実習 ← 学生にあった学びの方法！？

【研究】

・より質の高いデータを確保できた

・現場と協働した研究が可能になる→実践研究としての可能性大

【運営】

・授業経費（実習費用）の確保

・市他部署、大学他分野での新たな取り組みも期待できる



包括連携協定のつくり方

2019 2020 2021 2022 2023 2024

ポイント フェイズ2 組織調整 フェイズ3 実行 フェイズ4 改善

交野市 まちづくり会議開始 まちづくり会議継続 まちづくり会議報告

教員 まちづくり会議開始 まちづくり会議継続 まちづくり会議報告

学生 講義やゼミ内ワーク 論文化→テーマ深掘

大学 調整（事務、広報）

フェイズ1 信頼醸成＆課題共有

・関係部署調整

・市長への説明 プロジェクト実施
1年ごと振り返り
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